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UPS510SSとの連携について

①停電信号を受け、シャットダウンスクリプトを実行
（WATCHBOOT mini及びTIMEBOOTシリーズのＵＰＳ連携機能）
任意の間隔(デフォルト10秒)でＵＰＳの状態をモニタリングします。
指定時間以上停電信号(ＣＳ信号)を検知した場合にTELNET or SSHによる
シャットダウンスクリプトを送出します。(送出先やスクリプトも任意設定出来ます)

※１、ＣＤ信号を受けて、ローバッテリー状態も検出します。
※２、シャットダウン終了後、ＥＲ信号を送り、ＵＰＳシャットダウンを行う事も可能です。
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②一斉起動順番の指定
アウトレット毎に、0秒～3600秒のＯＮ遅延時間が設定出来ます。
(新F/Wであれば、変数 debOlPowerOnSTimeにて設定)

③アウトレット個別制御、スケジュール制御
ネットワーク対応型ですので、ＰＣ或いはスマートフォン・タブレットといった
モバイル端末等からも電源制御が可能です。
また、WATCHBOOTシリーズであれば週間スケジュール機能を、
ＴＩＭＥＢＯＯＴシリーズであれば、年間スケジュール機能を有しています。

④ネットワーク機器の死活監視
アウトレット毎に、最大4箇所のＰＩＮＧ実行先を設定出来ます。
設定した回数以上、ＰＩＮＧの応答が得られない場合には、
通信異常と判断し自動電源リブートを行う事で、
自動復旧を試みる事が出来ます。
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⑤温度監視 / コントロール
ＯＰＴＩＯＮの温度センサ(RP-TS003)を利用する事で、温度監視が行えます。
警報温度・注意温度の閾値を任意で設定出来ます(上限/下限別)

また、閾値近辺での温度変化による、
頻繁な状態変化が起こらない様、
ヒステリシス温度も任意で
設定する事が可能です。

状態が【警報⇔注意⇔正常】内で
変化した際に、E-Mail、SNMPの
TRAP等でアラートを発報する事が
出来る他、警報状態に連動させて
電源を自動制御し、冷却ファン等を
稼働させる事で、
高度な温度コントロールシステムを
簡単に構築出来ます。
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